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一
般
社
団
法
人
日
本
相
続

学
会
（
伊
藤
久
夫
会
長
）
は

去
る
、
月
廻
、
週
の
両
日
、

愛
知
県
犬
山
市
の
日
本
モ
ン

キ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
へ

第
３
回
研
究
大
会
を
開
催
し

た
。
実
例
に
基
づ
く
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
事
例
発
表

霧
多
彩
な
事
例
を
取
り
上
げ

２
日
間
で
延
べ
川
名
が
参
加

日本相続学会第3回研究大会を開催

は
、
幸
福
な
国
民
生
活
を
阻

延
取
り
上
げ
亨
実
き
臺
因
に
な
る

か
ら
だ
。
相
続
と
言
う
と
、

ベ
川
名
が
参
加
イ
コ
ー
ル
財
産
と
い
う
印
象

が
一
般
的
か
と
思
う
が
、
相

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
続
は
財
産
を
継
承
す
る
こ
と

容
に
、
２
日
間
で
延
べ
２
０
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
は
親

０
名
が
参
加
し
た
。
か
ら
生
命
を
継
承
し
た
と
こ

第
３
回
大
会
の
テ
ー
マ
は
ろ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
再
度

『
相
続
・
原
点
追
究
』
・
午
着
目
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た
１
日
こ
と
が
『
円
満
か
つ
円
滑
な

目
の
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
相
続
』
に
は
必
要
で
あ
る
こ

伊
藤
会
長
は
「
ウ
ル
グ
ア
イ
と
を
、
本
学
会
か
ら
社
会
に

の
ム
ヒ
カ
前
大
統
領
の
三
葉
向
け
て
発
信
し
た
い
」
と
述

に
『
人
を
幸
せ
に
す
る
の
は
、
べ
た
。

モ
ノ
で
は
な
く
、
人
で
す
』
松
沢
哲
郎
氏
（
京
都
大
学

と
い
う
内
容
の
名
言
が
あ
霊
長
類
研
究
所
教
授
）
の
来

る
。
な
ぜ
本
学
会
が
『
円
満
賓
挨
拶
の
後
、
全
盲
の
弁
護

か
つ
円
滑
な
相
続
』
を
掲
げ
、
士
で
あ
る
大
胡
田
誠
氏
（
弁

相
続
争
い
を
懸
念
し
て
い
る
護
士
法
人
つ
く
し
総
合
法
律

か
と
い
う
答
え
が
こ
こ
に
あ
事
務
所
）
が
『
全
盲
の
僕
が

る
。
本
当
は
、
一
番
最
初
に
弁
謹
士
に
な
っ
た
理
由
～
僕

幸
福
を
分
か
ち
合
う
兄
弟
を
の
一
番
大
事
な
相
続
財
産

は
じ
め
と
す
る
近
親
者
の
関
～
』
の
テ
ー
マ
で
基
調
講
演

係
を
断
絶
し
て
し
ま
う
こ
と
を
行
っ
た
。

議鴬

哩
歳
で
失
明
し
た
同
氏
父
さ
ん
の
言
葉
を
紹

は
、
絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
「
も
う
ダ
メ
だ
と
思

っ
た
が
、
盲
学
校
の
図
書
館
は
、
実
は
目
標
の
す
ゞ

で
日
本
最
初
の
盲
人
の
弁
護
ま
で
来
て
い
る
」
と
琴

ま
た
、
一

雄
濡
議
認
ど
言
で
あ
一

蕊
》
謹

空
一
難

碓
轆
垂
繍
纒
榊
黙

舗
舗
鮭
奉
瀞
３
る
．
だ
か

理
だ
と
逃

榊
蓬
一
獺
詐
税
り
も
、
じ

ゃ
あ
ど
う

葉
、
「
山
頂
に
近
く
な
る
と
す
る
か
と
考
え
る
方

頂
上
が
見
え
な
く
な
る
。
目
が
人
生
は
が
ぜ
ん
面

標
が
見
え
な
く
な
っ
て
苦
し
白
く
な
る
。
そ
の
こ

く
な
る
。
し
か
し
そ
の
と
き
と
を
私
た
ち
の
生
き

に
頑
張
れ
ば
頂
に
登
る
こ
と
方
を
通
じ
て
子
供
た

が
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
お
ち
に
伝
え
て
い
き
た

父
さ
ん
の
言
葉
を
紹
介

１
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

し、

「
も
う
ダ
メ
だ
と
思
う
と
き

は
、
実
は
目
標
の
す
ぐ
近
く

ま
で
来
て
い
る
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く

盲
目
で
あ
る
奥
様

艤
眺
》
縦
洲

究
碧
す
る
よ
う
な

研
譲
に
直
亨
る

が
だ
ろ
う
。
で
も
、

名
愛
慾
縦
巷

、
ザ
て
前
に
進
ん
で
い

で
く
と
、
ま
っ
た
く

野
別
の
筆
菅
の

分
前
に
鷺
て
く

○
○
る
。
だ
か
ら
、
無

理
だ
と
逃
げ
る
よ
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い
と
思
っ
て
い
る
」
と
締
め
れ
た
４
論
点
の
う
ち
、
配
偶

・
く
く
っ
た
。
者
の
居
住
の
保
護
を
除
く
、

基
調
誰
演
に
は
、
名
古
屋
配
偶
者
の
貢
献
に
応
じ
た
運

経
済
大
学
の
学
生
約
如
名
も
産
分
割
の
実
現
、
寄
与
分
制

参
加
し
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
度
、
遺
留
分
の
見
直
し
に
つ

て
い
た
。
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

３
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
シ
午
後
５
時
妬
分
か
ら
の
情

ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
相
続
法
改
正
報
交
流
会
に
は
過
去
最
高
の

を
展
望
す
る
』
で
は
、
大
胡
参
加
が
あ
り
、
東
海
地
方
の

田
氏
の
ほ
か
、
小
池
知
子
氏
歴
史
を
題
材
に
し
た
趣
向
を

（
あ
た
ら
し
橋
法
律
事
務
所
凝
ら
し
た
ク
イ
ズ
な
ど
も
行

弁
護
士
）
、
近
藤
久
雄
氏
わ
れ
た
。

（
名
古
屋
経
済
大
学
法
学
２
日
目
は
午
前
、
時
、
分

部
教
授
・
同
大
学
院
教
授
．
か
ら
①
法
務
・
税
務
、
②
不

法
学
部
長
）
、
矢
野
厚
登
氏
動
産
・
保
険
、
③
遺
言
・
障

（
税
理
士
法
人
ブ
レ
イ
ン
パ
が
い
者
の
相
続
・
離
婚
の
３

‐
ト
ナ
ー
代
表
社
員
公
認
分
野
・
３
会
場
に
分
か
れ
、

会
計
士
・
税
理
士
）
が
シ
ン
各
３
名
・
９
事
例
、
そ
れ
ぞ

ポ
ジ
ス
ト
と
な
り
、
吉
田
修
れ
釦
分
間
の
発
表
が
行
わ
れ

平
氏
（
日
本
相
続
学
会
副
会
た
。
現
場
に
精
通
し
た
実
務

長
・
弁
謹
士
）
が
コ
ー
デ
ィ
者
な
ら
で
は
の
事
例
、
最
先

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
法
務
省
端
の
知
識
に
基
づ
く
検
討
・

の
相
続
法
制
検
討
ワ
ー
キ
ン
対
策
に
参
加
者
は
真
剣
に
聞

グ
チ
ー
ム
の
報
告
書
で
示
さ
き
入
っ
て
い
た
。

①税務・法務
浅野了一

名古屋耗合法律事務所
代表弁護士・税理士

吉田動
税理士法人名南経営
理事長・税理士

藤本直記
藤本会計事務所・税理士

司法書士から見た不動

産相続の問題点（共有
名義）

収益物件を利用した地
主の相続対策

区分所有オフィスを活
用した相続対策

②不動産・保険

宮越康吉

プルデンシャル生命
金沢支社・ライフプランナー

寺町敏美
アスネ･ン卜司法書士事務所

所長・司法書士

天崎日出雄
㈱ボルテックス取締役

知的障害者の公正証婁
遺言

相続税逃れ工作と娘夫
婦の離婚問題

包括遺贈・特定遺贈

③遺言･陣がい者
の相続・離蟠 川原田慶太

司法毒士法人おおさか

法務事務所・司法書士

林俊和
特定非営利活動法人

さぽさん・理事長

竹内美土璃
さくら總合オフィス

FP・離婚カウンセラー


